
愛知自治体キャラバンとは？
愛知自治体キャラバンは、県内のすべての自治体を訪問し、各市町村に対し、医療・福祉・介護など社会保障

の拡充と、国や愛知県に意見書の提出を求めて要請する行動で、２５年の歴史をもっています。

要請項目は、その時々の重点課題を陳情書としてまとめ、当局と議会にそれぞれ提出しています。議会へは、

紹介議員が得られる場合は、請願として提出しています。

参加者の延べ人数は、要請団側が約８００人、当局と議会関係者が合計約５５０人にのぼります。

「自治体キャラバンの要請事項が実現した市町村割合の推移」（下表）でわかるように、国の社会保障連続改

悪が強行される中でも、地方自治体での医療・福祉・介護などの要望が着実に前進しています。住民のため社会

保障施策の前進に大きな役割を果たしています。

愛知自治体キャラバンの要請経過
・第１回は、１９８０年２月～３月に愛知県社会保障推進協議会（社保協）の主催で「健保法改悪に反対するキャラ

バン」として、国への意見書の提出を求めて、２１市を訪問しました。

・翌年には、「おとしよりと子どもをまもる福祉キャラバン」で、老人医療有料化・児童福祉手当改悪反対などの意

見書提出を求め、３０市に要請。

・１９８２年には、自治体に対し、老人医療無料制度の存続などを要請。

・１９８３年には、「健康といのちを守る愛知県実行委員会」で、はじめて県内全市町村に要請しました。

・これまでの主催団体は、社保協単独、数団体の連名、課題別の実行委員会など、様々な名称で要請してきまし

たが、２００１年からは愛知自治体キャラバン実行委員会が主催団体となって現在に至っています。

・事務局団体は、愛知県社会保障推進協議会、愛知県労働組合総連合、日本自治体労働組合総連合愛知県

本部、新日本婦人の会愛知県本部の４団体が担当。

・２００１年から、アンケート回答と陳情書への文書回答をもとに「愛知自治体キャラバンのまとめ」を発行し、各市

町村に配布を開始。各市町村の医療・福祉・介護などの実態がわかる貴重な資料となっています。

・２００６年の文書回答は、９７％の自治体から寄せられ、未回答は豊田市と三好町の２自治体のみになりました。

要望事項を実施した市町村割合の推移
（１％未満は四捨五入）

要 望 事 項 2000 年 2001 年 2002 年 2003 年 2004 年 2005 年 2006 年

介護保険の保険料独自減免 ５％ １４％ １８％ ４５％ ４７％ ５４％ ４８％

介護保険の利用料独自減免 ９％ １５％ ２５％ ３４％ ３６％ ３５％ ３７％

☆住宅改修の受領委任払い － － － ５％ ６％ １０％ ２９％

高齢者への配食サービス（毎日実施） ２％ ５％ １３％ １４％ １７％ １９％ ２４％

☆福祉給付金（老人一部負担金）の自動払い ０％ ０％ ３％ １０％ ３１％ ５４％ ６５％

就学前又は６歳未満までの医療費無料制度 ６％ １５％ ３０％ ４８％ ７５％ ８７％ ９５％

妊婦検診の無料回数拡大 － － － １１％ １４％ １６％ ２１％

☆国保・高額療養費受領委任払い ９％ １０％ １０％ １４％ １８％ ２６％ ３３％

☆国保・出産育児一時金受領委任払い ６％ １６％ ６１％ ６７％ ６７％ ７４％ ８１％

文書回答 １３％ ３４％ ５０％ ７４％ ７９％ ９４％ ９７％

☆印：原則として市町村の支出増を伴わない要望事項
※各項目の実施割合は、自治体キャラバンで求めたアンケート（原則１０月１日現在）の実施状況を基に作
成しているが、各年の実施割合に翌年 4月実施予定分を含む場合がある。
※基礎とした自治体数は、２００２年までは８８、２００３～２００４年は８７、２００５年は６８、２００６年は６３である。
※「住宅改修の受領委任払い」と「妊婦検診の無料回数拡大」の２００２年以前は要望前のため未集約


